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NETIS登録番号 担　　　当

社　　名　　等 電話番号

技術の概要

5.活用実績（2020年10月31日現在）

国の機関　６件（九州　0件、九州以外　６件）

自治体　 　５件（九州  0件、九州以外　５件）

民　 間　 　0件（九州  0件、九州以外　0件）

技　術　名　称
下部水密可動式

無動力自動開閉ゲート
担当部署 土木鉄構事業部

水路の形状によって適用できない場合があるので個別に検討が必要となります。

3.新技術の効果

HK-190010-A

旭イノベックス株式会社

九州営業所　土田　智雄

092-892-4521

「バランスウェイト式フラップゲート」と「下端揺動式水密ゴム」を組み合わせること
により、フラットな水路底面においても下部の水密を確保でき、水路の敷段差を不
要としました。「下部揺動式水密ゴム」は、扉体の内部に収納されたウェイトフロー
トにより、扉体の開閉に合わせて、水位の変動により開閉を行います。

①社内での水路実験（0.70m×0.70m）により、樋門ゲートとしての機能は確認済み
です。
②敷段差を設置した自動開閉式ゲートとの比較ではゲート工事費+土木工事費で
60％程度のコスト削減また、短期間での施工が可能になりました。

「技　術　概　要」

従来は敷段差のない既設の引上げ式樋門ゲート設備を無動力自動化するにあた
り,既設の水路を大幅に改修し敷段差を設けていた。しかし敷段差を不要とすること
で土木構造物の改修範囲が減少し,また翼壁の長さの制約もなくなった事により、
一層の低コスト・短工期でのゲートの無動力自動化を可能としました。

③適用範囲

□1.0m～□2.0m程度が特にコスト削減効果が高くなります。

④懸念事項

①自然条件

a 水路の推泥、推砂が比較的少ないこと

b 水路に玉石などが常時堆積していないこと。

②現場条件

a 水路翼壁の条件はフラップゲート同様。

b 翼壁が無くても設置可能です。

4.技術の範囲

2.新技術の内容

1.技術開発の背景及び契機
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6.写真・図・表
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技 術 概 要 

技術名称 土壌の簡易測定キット「OCTES(オクテス) 担当部署 企画開発室 

NETIS登録番号 QS-190018-A 担当者 深浦仁美 

社名等 有限会社坂本石灰工業所 電話番号 0968-82-8118 

Mail k-kaihatu02@sakamoto-lime.com 会社URL http://sakamoto-lime.com/new/ 

技術の概要 1.技術開発の背景および契機

セメント及びセメント系固化材を使用した土壌改良を行う場合、時として六価クロム

が土壌環境基準を超える濃度で溶出するおそれがあります。そのため、セメント及びセ

メント系固化材を土壌改良に使用する場合、現地土壌や使用予定の固化材の六価クロム

溶出試験を実施し、適切な措置を講じる必要があります。また、改良土を再利用する場

合も六価クロム溶出試験を実施し、溶出量が土壌環境基準以下であることを確認しま

す。

環境庁４６号溶出試験で六価クロムを定量する方法として、ジフェニルカルバジド吸

光光度法、フレーム原子吸光法 、電気加熱原子吸光法、ＩＣＰ発光分析法 、ＩＣＰ質

量分析法がありますが、土壌試料の運送から測定結果が判明するまで1週間程度かかり

ます。 

2.技術の内容

土壌の簡易測定キット「OCTES」は、現地で、専用分析装置を使うことなく、４０分で

土壌の六価クロム溶出量を色の変化で簡易的に測定する技術です。 

測定原理は、六価クロムイオンがジフェニルカルバジドと反応して、錯体であるジフ

ェニルカルバゾンを形成し、無色から赤紫色に変化する反応するジフェニルカルバジド

法を用いています。 

「OCTES」による分析方法は、以下の４ステップで完了します。①試料を採取（5ｇ程

度）②容器に試料と精製水を入れ、上蓋を閉め手振りする③検出材をいれる④30分後発

色を付属の色見本と比べます。 

検出材は直径40ｍｍ、重さ6ｇ以下の物であり、検出材の中には重金属と反応する発

色試薬と吸水性樹脂が入っています。これを土壌溶出液の上に置くと容器内の試薬が土

壌溶出液を吸水、重金属と吸水性樹脂中の発色試薬が反応・呈色し、呈色の色合いで濃

度を判断できます。 

現地で使える簡易な試験ですので判定を迅速に行うことができ、専門技術者でない方

も使用できます。 

3.技術の効果

・装置が不要で簡易な試験方法のため、緻密で広範囲な調査が可能となります。

・試験結果が短時間で判明するため、環境庁告示４６号溶出試験より簡易に迅速に概要

を把握することができ、調査効率が向上します。

・専門技術者が不要であるため、判定が迅速で容易となります。

4.技術の適用範囲

・六価クロム溶出試験(セメントおよびセメント系固化材での施工前および施工後)の簡

易試験として使用することができます。

・六価クロムの汚染が事前に確認できている場所の範囲特定に使用することができま

す。

弊社URL NETIS登録ページ 
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測定対象物質 

「六価クロム・ふっ素・ホウ素・鉛」の４物質 
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技 術 概 要 

技術名称 計測統合クラウドサービス【K-Cloud】 担当部署 ソリューション統括事業部

NETIS登録番号 KT-160109-A 担当者 営業担当 

社名等 計測ネットサービス株式会社 電話番号 03-6807-6466

技術の概要 1. 技術の内容

◆あらゆる計測データを一元管理！

トータルステーションで得られた「測量データ」・傾斜計から得られた「傾斜デー

タ」・気象計から得られた風向風速、雨量、気圧気温などの「気象データ」・ネットワ

ークカメラから得られた「映像データ」・騒音振動計から得られた「騒音振動データ」

など、あらゆるデータを一つのWEB画面で表示する、それが『計測統合クラウドサービ

ス【K-Cloud】』です。

【K-Cloud】を用いるとインターネットが接続できる環境であれば、現場のパソコン

からでも、自身がお持ちのスマートフォンからでも、会社支給のタブレットパソコンか

らでも、特別なソフトをインストールすることなく、いつでもどこからでも現在の状況

を確認することができます。 

◆管理値の設定で警報発令！

また、それぞれ「管理値」を設定することでその値を超えた場合、作業現場では警報

ランプを鳴らしてライトを点灯させることができます。また、「管理値」を超えたむね

をお知らせする警報メールを登録したメールアドレスに一斉に発報することができま

す。

例えば、水位計で河川の水位を監視、設定した値より水位が上がった場合、現場事務

所では警報ライトを点灯してサイレンを鳴らし、個人でお持ちのスマートフォンには水

位が上がったことをお知らせする警報メールを飛ばすことなどが可能になっています。 

◆帳表出力が簡単！

計測結果の帳票・グラフの出力も数クリックの簡単な手順で作成できます。汎用性の

高い「CSVデータ」や、そのまま使える「Excelデータ」、グラフを描画した「PDFデー

タ」など、成果書類や報告書作成に費やす時間の削減に貢献します。
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技 術 概 要

技術名称 ウォーター・ケーブル・バリアー 担当部署 九州営業所
NETIS登録番号 KT-200001-A 担当者 鮫島 直樹
社名 日本ライナー株式会社 電話番号 092-584-3138
技術の概要

国の機関 0件
自治体 0件
⺠間 6件（九州以外6件︓関東、中部、四国）

乗員の安全を確保できません。また、設置には重機が必要で、大きな手間とスペースが必

 道路の⽼朽化で⼯事や保守作業は増加しており、作業員の安全対策強化が急務となって

・設置幅445ｍｍ（製品幅寸法）が確保でき、半径4m以上で極端な凹凸が無い道路に設置
が可能です。

・特に、⾼速道路や⼀般有料道路（自動⾞専⽤道路）などの、⾞両速度が⾼い道路に適し
ています。

ウォーター・ケーブル・バリアーは⾞両衝突時には、⽔だけでなく、樹脂製部分が破壊
された後も衝撃を吸収し、⾞両を横転させることなく停⽌させるので、区域内の安全に
加えて衝突⾞両乗員の安全も確保できます。
 また、H鋼基礎ガードレールと⽐較して設置作業が容易です。

できます。
 また、重量が1個当たり49kgと軽量で、⼈⼒での設置が可能です。
 安全性能においては、アメリカ連邦⾼速道路局が定めるMASH規格のTestLevel-1と
TestLevel-2に合格しており、区域内の安全確保だけではなく、衝突⾞両の乗員の安全も
確保されることが証明されています。

4.技術の適用範囲

5.活用実績（2020年10⽉30⽇現在）

 従来、仮設防護柵としては、H鋼基礎のガードレールや、注入された⽔だけで衝撃を緩
和する樹脂製仮設規制材が使われていますが、それぞれ問題を抱えています。
 H鋼基礎ガードレールは区域内への⾞両の進入は防ぎますが、剛性が⾼く、衝突⾞両の

要になります。従来型の樹脂製仮設規制材は⾞両の逸脱を抑⽌できず、衝突⾞両は仮設規
制材を突き破り、⼯事規制の内部や反対⾞線に⾶び込んでしまい、安全を確保できません。

います。

1.技術開発の背景及び契機
全国の⾼速道路の⼯事区域などに⼀般⾞両が突入する事故が、2015年から4年間で約

500件発生しており、区域内にいた作業員60⼈以上が死傷しています。

2.技術の内容

3.技術の効果

ウォーター・ケーブル・バリアーはワイヤーを内蔵した樹脂製仮設規制材です。
内蔵された3本ワイヤーと接続パイプにより、連結、⼀体化させることで、⾞両衝突時

に本体が破壊されても、ワイヤーにより反対側への⾞両の進入を防ぎます。
 更に、接続パイプで連結し連結角度を30°にすることで、半径4m以上のカーブに対応
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6.写真・図・表

 商品説明⽤の動画を⽤意しております。（YouTube︓日本ライナー公式）
 右のQRコードにアクセスするとご覧いただけます。

図-1 製品図

表-1 仕様表

写真-1 カットモデル 写真-2 設置状況①

写真-3 設置状況②

2-38



��������	
��
 ��

��������������������

�
2-39



�

 
2-40



!

"
2-41



#

$

% &'()
*+ ,-*+ ./01234*+ .5601

78�9
 :; <=/66>? ..6>@; 5<A>
BC DE FGHIJKLMNO� P/QRSTJUVWXYUZAD

2-42



[

\]
2-43



技 術 概 要 

技術名称 エコミックス 担当部署 社会ｲﾝﾌﾗ統轄本部 技術企画部 

NETIS登録番号 KT-190121-A 担当者 茅ノ間 恵美 

社名等 株式会社 関電工 電話番号 03-5476-3823

技術の概要 １．技術開発の背景と課題 

今までの道路などのアスファルト舗装を一時的に補修する常温合材は、素材に新規材

料を使用し、使用後には使い捨てられていました。 

また、近年開発された常温合材は、機能性が高く、高価な製品となる傾向がありまし

た。 

 そこで、「エコミックス」は素材のうち、主なものをリサイクル材料に変えることに

より、建設副産物のリサイクル率を向上させ、環境負荷の低減を目指すとともに、製品

価格を従来と同様にすることで、普及を図ることを目的として開発を行いました。 

２．技術の内容 

本技術は道路等のアスファルト舗装に使用している再生骨材を配合したエコマーク認

定の常温合材です。再生骨材を使用するにあたり、配合を一から見直したことで、多く

のリサイクル材料を使用し、かつ、安価で提供できる材料になりました。 

３．技術の効果 

素材のうち、粗骨材と細骨材を新材からリサイクル材料に変えたことにより、周辺環

境への負担が低くなります。また、エコミックスは舗装後の一軸圧縮強度が増加するた

め、耐久性が向上します。そのほか、市販の常温アスファルト混合物に比べ、低コスト

であり、油分の使用量が少ないため、安全性が高くなっています。 

４．技術の適用範囲 

・大量の降雨あるいは降雨が予想される場合を除く全ての天候で使用可能です。

・気温条件は、5℃～35℃で良好な作業性を得られます。

・神奈川・栃木・福岡の工場から日本全国に配送可能です。（現時点）

５．活用実績（2020年9月20日現在） 

年度 用途 実績 

2018 

電力工事関係 
道路復旧箇所、

仮復旧 

3,200袋 

2019 7,700袋 

2020 4,050袋 

2018 

その他工事 

812袋 

2019 1,240袋 

2020 1,080袋 

６．その他 

エコマーク認定：17 131 009（エコミックス）

特許：特許第6592480号（再生常温アスファルト混合物）

エコミックスの特注品として、エコミックス再生植物油（揮発性油分不使用）と

防草機能付きエコミックスがあります。
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図－1 保存試験結果 

写真－1 エコミックス 

図－2 エコミックスの配合 

図－3 施工手順 

2-45



2-46



��� ���

������	�

2-47






2-48



��
�����

���




��
�����




2-49






�

2-50



�

�

2-51



�

2-52



2-53



2-54



2-55



��

2-56



������ � �!"# $"#%&'()* ('+,-(%./0 12.103456789:;<=>?@5ABCD4EF9GH=I6789JKLMKNOPQR?ST9UVWX=I
YZ9[$RZ5G\M]^_O`abc>de?fg<=hiSjklm=I

2-57



2-58



n ��

o�p

�p

2-59



q

2-60



2-61


	令和２年度　新技術新工法説明会　プレゼンテーション資料【佐賀会場】
	目次
	5_[技術概要] 下部水密可動式無動力自動開閉ゲート


	[発表資料] HK-190010-A 


	6_[技術概要] 土壌の簡易測定キットOCTES(オクテス)


	7_[技術概要] PRMSカラー工法


	[発表資料] CG-190005-A 


	8_[技術概要] 計測統合クラウドサービス【K-Cloud】


	[発表資料] KT-160109-A 


	9_[技術概要] ウォーター・ケーブル・バリアー


	[発表資料] KT-200001-A 


	10_[技術概要] エコミックス


	[発表資料] KT-190121-A 




	TOP: 
	ページリンク: 


